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メンテナンス 2.0 を提唱し，ICT の活用やメンテナンスサイクルによって社会資本から得
られる計画や点検，補修などの膨大なデータを維持管理に活かすことを目指している．ま
た，少子高齢化に伴う人材・担い手不足への対応策として，建設産業において ICT を活用
し生産性の向上を目的とした i-Construction や BIM/CIM を推進している．さらに，国民の

















に，その中でも BIM/CIM の効果を得やすい河道管理に着目し，そこでの活用を提案する． 
 
本論は、以下の 6 章より構成されている。 
 
























を示した．1 点目は BIM/CIM を踏まえ事業管理と運用する人材，2 点目は BIM/CIM の活


























チーム）が必要でることを提唱した．CIM チームは，データの管理を担う CIM モデラと
CIM コーディネータ，事業全体の管理を担う CIM マネージャで構成されるものである．
また，円滑な事業推進には，CIM チーム・モデル空間・情報共有システムを三位一体で活
用することが重要であることを述べた． 




第 6 章 結論 
本論における結論を述べた．
